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○
昭
和
一
〇
年

０

操
雑
筆

︱
︱
浄
瑠
璃
の
風
の
こ
と
ど
も
︱
︱

『
浮
世
絵
芸
術
』
第
四
巻
第
七
号

昭
和
十
年
七
月
十
日
発
行

従
来
文
学
的
に
の
み
研
究
さ
れ
て
い
た
浄
瑠
璃
が
、
近
頃
漸
く
人
形
と
共
に
、
舞
台
芸
術
と
し
て
、
勾
欄
芸
術
と
し
て
研

究
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
来
た
模
様
で
あ
る
。都
下
の
各
大
学
に
は
夫
々
研
究
会
が
出
来
、人
形
研
究
が
盛
ん
な
よ
う
で
あ
る
。

文
楽
座
の
人
形
芝
居
が
上
京
す
る
と
、
そ
の
楽
屋
を
訪
れ
人
形
を
観
る
、
又
学
校
へ
直
接
人
形
遣
を
来
て
貰
っ
て
色
々
説
明

を
聴
く
等
、
操
の
研
究
も
文
学
的
方
面
が
一
通
り
一
段
落
を
告
げ
た
の
で
、
愈
々
本
舞
台
に
入
ら
ん
と
し
て
い
る
、
即
浄
瑠

璃
と
は
離
す
べ
か
ら
ざ
る
人
形
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
舞
台
で
動
く
人
形
を
も
共
に
研
究
せ
ね
ば
真
の
操
の
芸
術
的
価
値
は
解

ら
な
い
、
又
真
の
操
の
研
究
法
で
は
な
い
、
と
、
云
う
正
し
い
考
え
で
こ
の
広
い
深
い
、
奥
行
の
解
ら
ぬ
妙
味
あ
る
操
芸
術

の
研
究
が
一
鑿
々
々
開
拓
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
は
も
う
一
度
茲
で
我
々
の
態
度
を
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
思
う
。
文
学
的
研
究
が
終
了
し
て
、
次
に
舞
台
の
人
形
の
研
究
に
遷
る
、
そ
し
て
夫
が
終
了
し
た
暁
に
は
操
の
研
究
は
全

く
完
成
し
て
し
ま
っ
た
と
云
え
る
だ
ろ
う
か
？

も
っ
と
〳
〵
重
要
な
る
事
を
忘
れ
て
は
居
な
い
だ
ろ
う
か
？

頭
を
白
紙

に
し
て
も
う
一
回
〔
イ
〕
の
一
番
か
ら
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
操
芸
術
の
本
体
か
ら
、
そ
の
芸
能
を
構
成
す
る

物
は
何
と
何
と
か
と
云
う
事
か
ら
。
今
更
考
う
る
ま
で
も
な
く
、
申
し
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
操
は

人
形
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詞
章
（
浄
瑠
璃
）

楽
譜
（
三
味
線
）

の
三
か
ら
成
る
綜
合
芸
術
で
あ
る
。
そ
し
て
三
つ
の
中
何
れ
の
一
を
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
︱
︱
此
の
中
人
形

だ
け
を
除
い
て
素
浄
瑠
璃
と
云
う
一
形
式
が
独
立
す
る
が
、
こ
れ
も
厳
格
に
云
え
ば
片
輪
の
芸
術
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

し
て
操
の
研
究
と
す
る
に
は
こ
の
三
つ
が
悉
く
歩
調
を
揃
え
て
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、

猶
又
こ
の
三
業
を
別
の
方
面
か
ら
眺
め
る
と
次
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
事
は
容
易
に
理
解
出
来
る
事
で
あ
る
、
即
舞
台
の

、
、

方
か
ら
分
け
て
見
る
と
、

人
形
は
勾
欄

で
あ
る
。

テ
ス
リ

浄
瑠
璃
と
三
味
線
と
は
床

で
あ
る
。

ユ
カ

即
「
テ
ス
リ
」
と
「
ユ
カ
」
と
の
二
で
あ
る
。
だ
か
ら
研
究
も
こ
の
二
つ
揃
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
テ
ス
リ
」
の
研
究
は
人
形
の
研
究
で
あ
る
が
、
問
題
は
「
ユ
カ
」
で
あ
る
、
所
謂
浄
瑠
璃
（
三
味
線
を
も
ふ
く
む
）
の

研
究
で
あ
る
、
夫
に
は
二
つ
の
研
究
事
項
が
あ
る
、
即
一
は
詞
章
の
文
学
的
研
究
、
他
は
音
楽
と
し
て
の
研
究
で
あ
る
。
音

楽
的
の
研
究
︱
︱
真
の
「
床
」
の
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
等
大
切
な
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
床
」
で
鳴
る
浄
瑠
璃
が
土

台
と
な
っ
て
人
形
が
動
く
の
で
あ
る
。
更
に
専
門
的
に
云
え
ば
、「
床
」
の
「
間
」
が
元
と
な
っ
て
人
形
が
動
く
の
で
あ
る
。

マ

従
来
の
操
研
究
者
が
少
し
も
顧
み
な
い
こ
の
大
切
な
事
項
、よ
し
顧
み
て
も
殆
ん
ど
そ
の
研
究
法
を
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
そ
の
浄
瑠
璃
の
音
楽
的
研
究
な
る
も
の
は
何
を
以
て
対
象
と
な
す
か
？

「
節
」
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
か
？

否
、「
風
」
を
対
象
と
し
て
そ
れ
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
の
「
風
」
を
。

フ
ウ

而
し
て
そ
の
「
風
」
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
筆
者
は
之
を
説
明
す
る
に
は
以
下
読
み
難
き
事
此
上
な
き
廻
り
く
ど
い
、
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苦
し
ま
ぎ
れ
の
訥
弁
を
以
て
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
浄
瑠
璃
の
「
風
」、
或
い
は
「
曲
風
」、「
風
格
」
等
の
言
葉
を
用
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
は
と
云
う
と
、
一

口
に
し
て
云
え
ば
浄
瑠
璃
の
「
相
姿
」、「
語
り
口
」
と
で
も
解
釈
し
た
ら
よ
か
ろ
う
。
以
下
段
々
と
詳
し
く
説
く
の
で
あ

ス
ガ
タ

る
が
、
抑
々
浄
瑠
璃
の
「
風
」
の
根
元
は
、
竹
本
座
の
浄
瑠
璃
を
「
西
風
」
と
云
い
、
豊
竹
座
の
浄
瑠
璃
を
「
東
風
」
と
云

っ
た
の
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
東
西
の
名
称
は
そ
の
座
の
場
所
の
関
係
か
ら
来
た
の
で
あ
っ
て
、
前
者
は
初
代
竹
本
義
太

夫
即
後
の
筑
後
椽
の
風
、
後
者
は
初
代
豊
竹
若
太
夫
即
後
の
越
前
少
椽
の
風
で
あ
る
。

今
更
申
す
ま
で
も
な
く
筑
後
椽
は
当
流
浄
瑠
璃
の
開
始
者
で
あ
っ
て
、
貞
享
元
年
大
阪
道
頓
堀
に
櫓
揚
げ
を
し
て
「
世
継

曽
我
」
を
上
演
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
後
門
弟
の
若
太
夫
（
越
前
少
椽
）
は
元
禄
十
六
年
に
独
自
の
「
妙
風
」
を
以
て
一
派

を
独
立
し
、
同
じ
く
道
頓
堀
東
に
豊
竹
座
を
創
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
茲
に
斯
道
の
両
雄
各
自
の
「
妙
風
」
を
以
て
相

対
し
、
爾
来
二
百
四
十
年
の
今
日
に
至
る
間
、
そ
の
狂
言
外
題
に
、
東
物
、
西
物
の
別
あ
る
始
元
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
こ
の
両
風
が
歴
然
と
対
立
し
て
い
た
の
は
極
め
て
僅
か
の
期
間
で
あ
っ
て
、
後
に
は
種
々
の
事
情
で
両
曲

風
が
数
度
に
亘
っ
て
混
淆
融
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
ず
第
一
に
二
代
目
義
太
夫
の
政
太
夫
が
師
匠
筑
後
椽
の
跡
を
継
い
で

竹
本
座
の
紋
下
と
な
っ
た
為
、
竹
本
座
へ
東
の
曲
風
が
流
れ
込
ん
だ
の
で
あ
る
、
︱
︱
即
政
太
夫
は
一
時
豊
竹
座
に
て
若
太

夫
の
傘
下
に
立
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
時
の
相
三
絃
も
、
筑
後
の
相
三
絃
の
竹
沢
権
右
衞
門
は
既
に
引
退
し
、
鶴
沢

三
二
後
の
初
代
友
治
郎
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
が
竹
本
座
に
於
け
る
浄
瑠
璃
の
「
風
」
は
、
師
筑
後
の
そ
れ
と
は
大
分
違
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
後
に
な
っ
て
、
寛
延
元
年
八
月
、「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
書
き
却

し
興
行
の
際
に
、
当
時
の
紋
下
此
太
夫
と
人
形
遣
い
の
吉
田
文
三
郎
と
が
、
例
の
九
段
目
の
有
名
な
諍
を
や
っ
て
、
遂
に
東
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西
両
社
の
紋
下
入
れ
替
り
等
と
云
う
よ
う
は
事
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
し
て
、
東
西
両
風
の
混
淆
が
行
わ
れ
た
の
で
「
風
」
の
歴
然
た
る
区
別
も
自
ず
と
崩
れ
た
の
で
あ
る
。
︱
︱

し
か
し
現
今
と
て
も
、
や
は
り
、
東
物
、
西
物
の
区
別
は
あ
り
、
各
「
語
り
口
」
も
異
っ
て
い
る
が
、
勿
論
昔
の
両
座
対
立

、
、
、

当
時
如
き
も
の
で
は
な
い
。
之
に
代
っ
て
出
来
た
も
の
が
個
人
の
「
風
」
で
あ
る
。
個
人
の
「
風
」
と
は
作
曲
者
の
「
曲
風
」

で
あ
る
。
作
曲
者
の
優
越
な
る
「
芸
風
」
が
、
浄
瑠
璃
の
各
段
、
各
場
の
「
相
姿
」、「
格
式
」
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
の

を
云
う
の
で
あ
る
。
更
に
具
体
的
、
専
門
的
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
作
曲
者
即
初
演
の
太
夫
の
優
秀
な
る
芸
妙
が
、
そ
の
一

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

段
中
に
於
て
、
例
え
ば
、
一
つ
の
節
の
音
遣
い
、
或
い
は
地
、
色
、
詞
、
又
は
、
間
、
足
取
、
変
り
、
ノ
リ
産
地
、
等
々
、

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、

、

、
、

、

、
、

、
、

、
、
、
、

、
、

と
な
っ
て
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
を
そ
の
太
夫
の
「
風
」
と
云
う
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

だ
か
ら
「
風
」
は
「
節
」
と
は
違
う
、
︱
︱
名
人
の
鍛
錬
琢
磨
の
修
業
の
結
果
定
め
ら
れ
た
浄
瑠
璃
の
「
形
式
」「
相
姿
」

、
、

、
、

な
の
で
あ
る
。
芸
術
は
、
或
意
味
に
於
て
、
鍛
錬
修
業
の
結
果
を
尊
し
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
操
に
於
て
は
、
こ
の

「
風
」
を
総
て
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
名
人
優
越
の
「
妙
風
」
に
操
の
芸
術
的
意
味
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
舞
台
芸
術
た
る
操
の
研
究
は
先
ず
こ
の

「
風
」
の
研
究
を
最
も
重
要
と
せ
ね
な
ば
ら
な
い
。「
風
」
が
解
っ
て
、
初
め
て
そ
の
曲
の
芸
術
的
価
値
を
知
る
事
が
出
来
、

同
時
に
そ
の
「
風
」
を
残
し
た
名
人
太
夫
の
操
史
上
の
位
置
が
解
り
、
そ
れ
と
共
に
そ
の
院
本
作
者
を
、
真
に
操
の
台
本
作

者
と
し
て
、
正
当
な
る
立
場
に
於
て
評
価
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

之
と
同
じ
く
、
浄
瑠
璃
を
語
る
方
に
於
て
も
、
こ
の
「
風
」
を
修
業
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
名
人
の
「
妙
風
」
を
目
標
と
し

て
、
修
業
鍛
錬
し
て
初
め
て
芸
術
が
顕
わ
れ
、
立
派
な
芸
術
品
が
出
来
上
り
、
真
の
浄
瑠
璃
が
語
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ

の
「
風
」
を
無
視
し
、
徒
ら
に
打
破
す
る
も
の
は
邪
道
で
あ
り
、
操
の
芸
術
的
価
値
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
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例
え
ば
、『
義
経
千
木
桜
』
の
三
段
目
「
鮓
屋
の
段
」
を
語
る
に
は
、
そ
れ
は
筑
前
少
椽
の
語
り
場
で
あ
る
か
ら
、
よ
く

そ
の
「
風
」
を
修
業
し
、
そ
の
「
風
」
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
そ
れ
を
聴
く
方
か
ら
云
っ
て
も
、
前
以
て
筑
前
少
椽
の

「
風
」
を
よ
く
研
究
し
て
置
き
、
そ
れ
か
ら
浄
瑠
璃
を
聴
き
、
語
ら
る
ゝ
浄
瑠
璃
が
果
し
て
筑
前
場
に
な
っ
て
居
る
か
ど
う

か
を
聴
き
、
茲
に
到
っ
て
更
に
よ
く
そ
の
「
風
」
を
理
解
す
る
事
が
出
来
、
前
に
も
云
っ
た
如
く
、
筑
前
椽
が
斯
界
の
中
興

の
祖
な
る
意
義
も
解
り
、
同
時
に
そ
の
院
本
作
者
、
並
木
千
柳
以
下
の
手
腕
を
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
外
『
廿
四
孝
』
の
四
段
目
「
十
種
香
」
な
ら
ば
、「
鐘
太
夫
風
」
を
学
び
『
妹
脊
山
』
四
段
目
「
竹
に
雀
」
に
於
て

は
「
春
太
夫
風
」
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
『
桂
川
』
お
半
長
右
衞
門
の
「
帯
屋
」
を
語
る
に
は
、「
此
太
夫
の
真
世
、
、

話
の
風
」
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
『
伊
賀
越
』
の
「
沼
津
」
を
語
る
に
は
、
前
半
「
立
場
茶
屋
」
は
男
徳
斎
の
ア
ノ

、
、
、

軽
妙
な
「
小
揚
の
風
」
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
奥
の
「
平
作
内
」
よ
り
「
千
本
松
原
」
に
か
け
て
は
、「
染
太
夫
風
」
に
、

コ
ア
ゲ

三
段
目
切
場
に
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、「
風
」
と
は
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
。「
風
」
を
徒
ら
に
打
破
す
る
も
の
は
本
格
的
で
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
初
演
の
太
夫
の
残
し
た
「
風
」
を
目
標
と
し
て
、
中
興
の
名
人
が
突
進
鍛
錬
修
業
す
る
時
に
は
、
更
に
そ
の

名
人
の
「
風
」
が
生
れ
、
そ
の
段
の
所
々
に
、
そ
の
段
の
「
風
」
と
し
て
後
世
に
残
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
忠
臣
蔵
』

九
段
目
「
山
科
」
の
如
き
は
、
筑
前
場
で
あ
る
か
ら
、
元
よ
り
そ
の
「
風
」
で
あ
る
が
、
後
に
三
代
目
政
太
夫
が
語
り
、
優

れ
た
「
風
」
を
残
し
た
の
で
、「
九
段
目
」
に
は
所
々
に
、
政
太
夫
の
「
風
」
を
聴
く
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
又
、『
三

十
三
間
堂
』
の
「
平
太
郎
内
」
は
書
却
し
に
は
若
太
夫
が
語
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後
世
綱
太
夫
や
麓
太
夫
が
語
っ
て
、
今
は

其
等
の
「
風
」
が
こ
の
段
を
支
配
し
て
居
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
長
々
と
個
人
の
「
風
」
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
「
風
」
の
歴
史
に
就
き
一
言
し
た
い
と
思
う
。
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前
に
も
述
べ
た
如
く
、
浄
瑠
璃
の
「
風
」
の
始
め
は
、
竹
本
、
豊
竹
両
座
の
「
風
」
を
夫
々
「
西
風
」、「
東
風
」
と
云

っ
た
の
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
件
の
如
き
名
人
太
夫
の
鍛
錬
琢
磨
の
結
果
生
れ
る
「
風
」
の
節
度
は
一
体
何
が
基
に
な
る

の
か
と
云
え
ば
、
そ
れ
は
、
外
で
も
な
い
、
浄
瑠
璃
の
五
段
形
式
な
の
で
あ
る
。
こ
の
五
段
形
式
に
就
い
て
は
、
又
他
日
詳

、
、
、
、

し
く
述
べ
た
い
と
思
っ
て
居
る
か
ら
、茲
で
は
極
く
簡
略
に
そ
の
概
容
を
述
べ
る
事
に
す
る
。即
茲
に
云
う
五
段
形
式
と
は
、

正
徳
五
年
十
一
月
、
竹
本
座
上
場
の
大
近
松
一
代
の
傑
作
「
国
姓
爺
合
戦
」
に
よ
り
始
め
て
完
成
を
見
た
浄
瑠
璃
の
形
式
、

︱
︱
各
（
五
）
段
の
格
式
、
風
を
云
う
の
で
あ
つ
て
、
操
を
從
世
に
残
す
生
命
線
、
黄
金
律
で
あ
る
、
そ
し
て
後
世
幾
多
の

名
人
太
夫
の
「
風
」
も
皆
こ
の
五
段
形
式
が
標
準
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
、
左
に
「
国
姓
爺
合
戦
」
書
卸
し
当
時
の
場
割
、
配
役
を
記
せ
ば
、

大
序
（
花
合
戦
）

竹
本
頼
母

初

段

中

（
明
朝
滅
亡
）

竹
本
浪
花

切

（
落
口
）

竹
本
文
太
夫

竹
本
頼
母

貝

つ

ぐ

し

ツ
レ

豊
竹
万
太
夫

口

（
浜
伝
い
）

竹
本
頼
母

二
段
目

切

（
千
里
ケ
竹
）

竹
本
浪
花
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口

（
桜
門
）

内
匠
理
太
夫

三
段
目

切

（
獅
子
ケ
城
）

竹
本
政
太
夫

栴
檀
女
道
行

竹
本
文
太
夫

ワ
キ

竹
本
浪
花

四
段
目

口

豊
竹
万
太
夫

切

（
九
仙
山
）

竹
本
頼
母

五
段
日

（
南
京
城
）

竹
本
政
太
夫

（
浄
瑠
璃
譜
）

の
如
く
で
あ
っ
て
、
浄
瑠
璃
の
五
段
形
式
の
始
め
、
最
も
典
型
的
な
作
品
で
あ
っ
て
、
こ
の
五
段
形
式
の
精
神
が
ず
っ
と

後
世
ま
で
伝
承
さ
れ
、
︱
︱
或
意
味
に
於
て
、
天
保
三
年
正
月
稲
荷
社
内
の
芝
居
に
於
て
上
場
さ
れ
た
、『
生
写
朝
顔
話
』

ま
で
と
断
言
し
て
よ
い
、
︱
︱
浄
瑠
璃
の
黄
金
律
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
世
手
向
の
複
雑
化
、
舞
台
技
巧
の
進
展
等
と
共

に
、
段
数
の
多
い
、『
忠
臣
蔵
』
や
『
夏
祭
』、『
甲
賀
越
』
等
の
如
き
浄
瑠
璃
も
、
皆
根
本
精
神
は
こ
の
五
段
形
式
に
基
い

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
見
掛
け
の
み
、
各
段
の
「
風
」
に
は
依
然
と
し
て
変
ら
な
い
の
で
あ
る
。
又
之
と
同
じ
く
、
五
段
物

の
浄
瑠
璃
が
、
後
世
太
夫
の
数
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
場
割
が
殖
え
て
来
る
場
合
に
於
て
も
、
や
は
り
各
段
の
「
風
」
に
は

少
し
も
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、
厳
存
さ
れ
た
五
段
形
式
こ
そ
、
浄
瑠
璃
の
黄
金
律
で
あ
り
、
生
命
線
で
あ
る
。「
風
」
が
な
く
な
る
時
、
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操
は
滅
亡
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
操
の
研
究
は
、
こ
の
「
風
」
の
研
究
が
一
番
大
切
で
あ
る
。
近
松
を
知
ら
ん
と
す
る
時

は
、
先
ず
初
代
政
太
夫
、
初
代
義
太
夫
、
竹
本
頼
母
等
の
「
風
」
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
後
初
め
て
、
近
松
を
知

る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
之
が
操
研
究
法
の
正
し
い
道
な
の
で
あ
る
。（
昭
和
十
年
五
月
廿
七
日
）

［
備
考
］

・
５
都
下
の
各
大
学
に
は
夫
々
研
究
会
が
出
来
、
人
形
研
究
が
盛
ん
な
よ
う
で
あ
る
。

(１)

…
（
後
記
）
こ
の
一
文
は
、
去
年
「
法
政
文
学
」
の
為
に
書
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

近
頃
、
各
大
学
に
、
人
形
浄
瑠
璃
の
研
究
が
盛
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
殆
ど
人
形
だ
け
に
対
す
る
魅

力
か
ら
な
の
で
、
大
変
心
細
く
も
な
り
ま
し
た
し
、
ま
た
石
割
松
太
郎
氏
な
ど
か
ら
、
東
京
の
連
中
は
「
団

栗
眼
玉
」
だ
、「
椎
茸
耳
」
だ
と
、
軽
蔑
さ
れ
て
い
る
事
を
、
慨
嘆
し
て
、
こ
の
一
文
を
草
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。（
安
藤
鶴
夫
「
人
形
の
精
神
に
就
て
︱
︱
芝
居
雑
記
︱
︱
」『
太
棹
』
第
六
六
号
）

・

貝
つ
ぐ
し
→
貝
尽
し

(６)

13
・
１
桜
門
→
楼
門

(７)
・
６
切
（
九
仙
山
）
竹
本
頼
母
→
切
（
九
仙
山
景
事
）

竹
本
頼
母

(７)

ワ
キ

内
匠
理
太
夫

・
７
五
段
日
→
五
段
目

(７)


